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川 昭和 33 年 6 月 25 日 

境
を
整
理
と
同

校
長
は
語
つ
て
い
た
が
、
 

し
て
、
明
部
落

の
川
浪
勝
幸
氏
は
青
年
団

る
く
住
み
青
年
学
級
生
徒
と
相
談
し
て
三

よ
い
、
そ
好

農
協
か
ら
薬
剤
七
千
円
相
当

し
て
「
カ
』
を
借
り
入
れ
全
部
落
の
便
所
、
 

『
ハ
ェ
『
 
下
水
、流
し
等
に
散
布
し
て
あ

の
い
な
い
る
い

た
。
 

文
宇
通
り
そ

の
后
こ
れ
を
組
織
化
す
れ
ば

モ
デ
ル
田
相
当

の
効
果
を
挙
げ
る

こ
と
が

園
都
市
を
で
き

る
と
云
う
の
で
校
長
が
中

作
る
ぺ
く
心

と
な
り
、
融
雪
と
同
時
に
会

市
民
の
み
合

を
持
ち
青
年
団
及
び
青
年
学

な
さ
ん
方
級
生

徒
は
薬
剤
散
布
班
に
、
婦

に
お
願
い
人
会
，

農
協
婦
人
部
は
薬
剤
の

し
て
準
備
購

入
や
、
金
網
購
入
資
金
の
獲
 

を
し
て
い
 
1

1
ー
 

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
理
由

を
簡
単
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
 A

も
同
様
こ
れ
に
あ
た
る
こ
と

に
し
て
お
り
、
民
生
委
員
は
部

落
の
清
掃
に
と
、
そ
れ
・く
分

担
を
き
め
、
学
校
は
衛
生
思
視

の
普
及
宜
伝
そ
の
外
会
隣
の
開

催
な
ど
プ
リ
ン
ト
に
よ
つ
て
部

落
民
に
伝
達
し
て
い
る
。
 

鰍

m
m
 

剛
 
m
 
毎
 

長
 

、
 
場
 

内
 
J
 
住

円
 
し
 
の
 

誠

m
 そ
 

・

と
 

説
 

ぐ
 

」
 

一
 

 
 
音

頭
を
と
つ
て
全
戸
数
ニ
百
五
・
今

の
県
民
税
は
昭
和
ニ
十
九
 

十
戸
の
部
落
民
は
、
時
期
ノ
、
一
年
度
の
税
法
改
正
に
よ
り
新
し

に
開
か
れ
る
会
勝
の
決
隣
に
も
く
で
き
た

税
金
で
す
が
、
そ
の

と
ず
い
て
、
薬
剤
の
散
布
や
ら
賦
課
は

市
民
税
と
一
賭
に
賦
課
 

に
さ
き
が
 

け
て
、
自

分
達
の
住
ん
で
い
る
地
城
か
ら
 

「
カ
』
『
ハ
エ
』
 の
撲
滅
を
図

ろ
う
と
地
城
住
民
挙
げ
て
活
動

を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る

市
の
中
心
か
ら
ち
よ
つ
と
は
な

れ
た
藻
川
部
落
が
そ
れ
で
、
同

小
学
校
の
校
長
川
浪
直
治
氏
が
 

、
、
、
ー
 
 
一
 

布
が
終
り
、

ハ
ェ
の
出
は
じ
め

る
今
日

一
匹
の
ハ
エ
も
み
ら
れ

ず
お
そ
ら
く
卵
の
う
ち
に
死
滅

し
た
の
だ
ろ
う
と
云
つ
て
い
る

こ
の
よ
う
に
撲
減
運
動
を
続
け

て
ゆ
く
上
の
も
つ
と
も
な
、
悩

み
は
資
金
が
思
う
よ
う
に
な
ら
 
 

綱
羅
し
て
組
織
化
す
る
事
が
根

本
的
な
問
題
だ
と
思
う
。
此
の

運
動
を
す
る
よ
う
に
な
つ
て
か

ら

一
匹
の
ハ
ェ
で
も
気
に
な
つ

て
、
ど
た
ん
ば
た
ん
取
組
ん
で

い
る
よ
う
な
状
態
で
、
今
后
は

環
境
の
整
理
を
重
点
的
に
行
い

た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。
 

尚
同
部
落
は
昨
年
十
月
県
が

結
核
撲
滅
運
動
の
一
環
と
し
て

行
な
わ
れ
た
集
団
検
診
に
も
部

落
民
挙
げ
て
協
力
し
受
診
率
九

十
九
％
の
好
成
績
を
示
し
て
い

る
。
 

市
福
祉
事
務
所
か
ら
 

す
。
 軟

式

野

球
 

県
予
選
を
本
市
で
 

第
ニ
回
全
日
本
軟
式
野
球
県
予

選
は
七
日
午
前
九
時
か
ら
五
所
 

く
な
つ
た
わ
け
で
は
な
く
、
県
 

民
税
が
高
く
な
つ
た
の
で
あ
り
 

ま
す
か
ら
そ
の
点
を
よ
く
ご
了
 

市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
申
し
ま
す
。
 

尚
今
配
付
さ
れ
た
市
（
県
）
 

民
税
に
つ
い
て
の
疑
問
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
税
務
課
へ
お
山
で

下
さ
い
。
 
 

川
原
市
北
斗
グ
ラ
ン
ド
に
開
催

さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
先
だ
ち
外

崎
市
長
は
五
所
川
原
ま
で
お
出

で
下
さ
つ
た
苦
労
を
感
謝
し
引

続
き
青
年
市
長
を
遣
憾
な
く
は

つ
き
し
た
始
球
式
で
八
戸
チ
1
 

ム
対
南
黒
チ
ー
ム
の
一
戦
か
ら

二
日
間
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た

尚
参
加
チ
1
ム
は
九
チ
ー
ム
で

あ
つ
た
。
 

福
祉
会
館
の
設
立
 

機

運
た

か

ま
る
 

決
 

で
 

会
 

総
 

者
 

障
 

三
十
三
年
度
予
算
、
同
事
業
計

画
等
を
決
議
し
た
が
、
山
谷
会

長
か
ら
市
長
並
び
に
阿
部
福
祉

事
務
所
長
に
対
し
て
、
三
十
三
 
 

助
に
よ
る
同
舘
の
設
立
は
非
常

に
難
点
が
多
い
ょ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
、
早
急
に
社
会
福
祉
法

人
を
設
立
し

て
、
社
会
福
祉
事

業
振
興
会
ょ

り
長
期
債
を
借
入

れ
て
建
設
す
る
よ
う
に
し
、
こ

れ
が
返
債
の
方
法
は
共
同
募
金

等
の
配
分
金
で
返
債
す
る
の
が

最
善
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
対
し
て
市
長
と
し
て
最
大
の

努
力
を
惜
し
ま
ず
必
ら
ず
実
現

す
る
こ

と
を
各
位
に
お
誓
い
致

し
ま
す
、
と
決
意
の
程
を
述
ぺ

八
十
有
余
名
の
参
会
者
も
感
激

の
拍
手
を
お
く
り
正
后
閉
会
し

た
。
閉
会
后
市
長
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
映
画
観
賞
で
散
会
し
た
。
 

自
衛
官
募
集

の
 

標
 
語
 
募
集
 

市
役
所
で
は
次
の
要
領
で
標
語

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
若
人

の
応
募
意
欲
を
た
か
め
る
作
品

を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
 

記
 

一
、
応
募
の
で
き
る
人
u
市
内

中
学
校
及
び
高
校
生
徒
．
 

校
学
を
経
由
し
て
も
よ
い
し

個
人
で
直
接
送
つ
て
も
よ
い

一
、
作
品
を
し
め
き
る
日

一
、
作
品
を
し
め
き
る
日

昭
和
三
十
三
年
七
月
十
日

昭
和
三
十
三
年
七
月
十
日

一
、
作
品
を
送
る
と
こ
ろ

一
、
作
品
を
送
る
と
こ
ろ

市
役
所
経
済
民
生
部
市
民
課
 

”
『
 

本
年
度
第
ニ
次
自
衛
官
募
集
が

左
記
要
領
に
よ
つ
て
行
な
わ
れ

る
の
で
、
ふ
る
つ
て
志
願
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

一
、
募
集
人
員
 

ニ
等
陸
士
 
約
七
五
O
O
名

二
等
海
士
 

約
四
〇
〇
名

ニ
等
空
士
 
約
九

〇
〇
名
 

な議欝鳳至覧恩卒署応 
自程育をニ月生五八募
衛度法有五・一れ年年資
隊のにす才日た九九格
法学定る未現 Iへ月月
第力め男満在昭ー・二
三をる子、・ノ満和日 日
十有中で日十三ま よ
八し学、本八十でり
条、校学に才三の昭 

六 五 
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市の人口 （5月末現在）I 

総人ロ 48882 男24012 

市
で
は
環
も

つ
て
お
つ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

得
に
も
つ
ぱ
ら
あ
た
り
、
P
T
 

今
ま
で
に
三
回

の
薬

剤

散
 

る
が
こ
れ
 
殿
声

J」r

‘
ノソ
 

！
一
二
 
一
声
「
二
‘

し二
む
 一
 
一Hー
編
潮
響
一
史

？
 

「衛

生

モ
デ

ル
」
藻
川
部

落
 

川
浪

校
長

等
の

奔
走

順
次
全
市
蓮
動
に
 

県
民

稔
 
が
 

解
 

ーコ
司7
、
、→
つ

に
 
つ
〈j
 

承
の
上
一
日
も
早く
完
納
し
、
 

高
く

な

つ
た
わ
け
 

下
水
の
掃
除
に
懸
命
の
努
力
を
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
の
で
な
さ
ん

の
市
民
税
の
所
得
割
に

の
税
率
に
お
い
て
は
、
昨
年
と
 

し
て
い
る
 

毎
年
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
配
応
じ

て
賦
課
す
る
事
に
な
り
ま
同
じ

で
す
が
、
基
礎
控
除
や
勤
 

『
カ
』
を
な
く
し

『
ハ
エ
』
付
さ
れ
る
市
民
税
の
令
稽
は
市
す
が
、

こ
の
割
当
が
昨
年
は
約
労

控
除
の
引
上
げ
と
、
農
業
所

を
殺
し
て
明
る
い
家
庭
津
作
ら
県

民
税
令
轡
と
な
り
、
そ
の
中
三
百
十

一
万
円
で
あ
つ
た
が
今
得

の
標
準
が
さ
が
つ
た
た
め
総

ね
ぱ
な
ら
な
い
と
云
う
意
欲
は
に
県

民
税
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
年
は

そ
の
約
一
。
五
倍
に
あ
た

額
で
約
百
万
円
以
上
も
安
く
な
 

部
落
民
一
人
？
、
が
ひ

・
と
しく
と
に

な
り
ま
す
。
 

る
、
約
四
百
六
十
八
万
円
と
そ
つ
て

お
り
ま
す
が
、
前
記
の
と
 

3
 
一
 
な
いこ
と
で
、
さ
り
と
て
市
役
 

伽
 
所
当

局
に
補
助
を
お
願
い
し
な
 

”
 
い

方
針
で
い
る
の
で
、
今
年
は
 

滞
 

農
協
婦
人
剖
が
ル
原
に
島
鈴
期

世
 

を
植
え
て
、
そ
の
収
入
を
あ
て
 

0
 

こ
む
計
画
で
す
で
に
植
付
も
お

佃
 
わ
っ

て
い
る
o
 

，
 

川
浪
校
長
は
成
果
の
挙
が
り

女
 

次
気
劃
市
の
辿
動
に
レ
か
い
と
 

考
え
て
お
リ
、
や
は
り
全
部
落
 

一
 
り
 
一
 
決定
は
七
月
中
旬
頃
に
な
り
ま
 

市
氏
の
み
な
さ
ん
、
納
税
に
ご
 

県
民
税
は
毎
年
県
の
税
務
課
な
り
約
百
五
十
七
万
円
位
多

く
お
り
県
民

税
の
割
当
が
多
く
な

協
力
を
い
た
だ
い
て
有
難
う
ご

が
県
の
条
例
で
定
め
る
税
率
に

割
当
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
税
率
つ
た
た
め
逆
に

市

（
県
）
民
税
 

一
ざ
い
ま
す
。
市
〔
県
）
民
税
の

よ
り
計
算
し
て
そ
の
総
額
を
決
も
昨

年
の

百

分
の
十
か
ら

の
総
額
で
は
昨
年
よ
り
多
く
な

令
轡

〔
給
与
所
得
は
税
額
通
知

定
し
て
、
そ
れ
を
各
市
町
村
に
百

分
の

十
四
に

引
上
げ
な

ま
し
た
の
で
納
税
者
の
み
な
さ

轡
）
に
よ
つ
て
す
で
に
お
わ
か

配
賦
（
割
当
）
し
ま
す
が
、
市

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
ん
か
ら

み
る
と
、
市
民
税
が
高

り
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
 
で
は
そ
の
割
当
さ
れ
た
額
を
み

今
年
の
市
民
税
の
所
得
割
は
そ
く
な
つ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
で

今
年
の
県
民
税
が
非
常
に
高
く
 
し

よ
う
が
決
し
て
市
民
税
は
高
 

六
月
六
日
午
前
十
時

か
ら
市
公
民
舘
に
於

て
身
体
障
害
者
福
祉

会
第
九
回
総
会
が
開

催
さ
れ
た
が
、
比
の

日
市
役
所
か
ら
は
市

長
始
め
阿
部
市
福
祉

事
務
所
長
が
来
賓
と

し
て
出
席
し
 、

 

員
に
配
付
に
な
り
ま
す
か
ら
民
来
の
実
績
並
び

に
厚
生
省
本
年

員
に
配
付
に
な
り
ま
す
か
ら
民
来
の
実
績
並
び

に
厚
生
省
本
年
 

市
福
祉
事
務
所
で
次
の
こ
と
を
年

度
に
お
い
て
身
障
者
福
祉
会

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。
 

母
子
福
祉
会
、
社
会
福
祉
協
議

世
帯
更
生
資
金
並
び
に
医
料
会
の

三
者
が

】
体
と
な
つ
て
、
 

費
の
貸
付
資
金
申
請
用
紙
が
今
福
祉

会
舘
を
設
立
す
る
の
で
特
 

月
中
に
到
着
し
ま
す
の
で
、
こ
段

の
協
力
方
を
要
望
し
、
こ
れ

れ
が
到
着
と
同
時
に
各
民
生
委
に

対
し
て
外
崎
市
長
か
ら
、
従
 

生
委
員
に
連
絡
ね
が
い
ま
す
、

度
予
算
ょ
り
み
て
、
国
家
の
補
 

v 宝＝ 

（
写
真
外

崎

市

長
の

始

球
．式
）
 

公
益
質
屋
臨
時
休
業

の
お
知
ら

ゼ
 

六
月
ニ
十
四
日
か
・
皇ハ
月
ニ
十
七
日
ま
て
毎
日
午
后
一
時
か
ら

棚
卸
の
た
め
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

午
前
中
は
平
常
ど
お
り
開
業
し
て
お
り
ま
す
か
ら
ご
利
用
の
方

は
な
る
べ
く
午
前
中
に

島
い
で
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
市

営
公

益
質
屋
 

（
写
真
 

身
障
者

総
 
合
）
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事
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、
 

却
吹
格
条
項
に
該
当
し
な
い
 

試
験
科
目
 

難
鷺
鱗
 

採
用
時
期
 

二
等
陸
士
 
昭
和
三
十
三
年
 

自
衛
官
募
集
 

日昭、I昭、・ 二 二 ‘ 
I和試七和受各十等十等九J を
八三験月三付下月空月海月ミ
月十期二十期旬、士中士下を
十三間十三間 十 旬 旬， 
日年 ー年 ー昭 昭 を
七 日六 日和 和 を
月 

早 真 基主 
七, 日  月年 年 



市
民
課
長
補
佐
 

政
治
手
腕
に
み
が
き
を
か
け
て
一尚
受
給
資
格
は
満

一
年
以
上
木
 

‘
・
・
 
一

と
き
は
、
長
靴
、
手
指
等
を
三
唖
知

が
う
き
ま
し
た
ら
、
一
頂

こ
れ
が
住
宅
の
建
築
に
努
力
を
】
県に
住
居
を
有
し
且
つ
満
八
十
 

国
 

コ
 

ー
」
 

一7
 

、中
叫
 
一

％
の
ク
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業
D
長
翼
も
大
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よ
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で
 

該
当
者
は
至
急

連
絡
を

ー
・
 
⑥
花
火
を
ポ
ケ
ツ
ト
に
入
れ
比
 

崩
で
に
な
り
ま
し
て
、
ご
用
を
市
の
発
展
を
左
右
す
る
重
大
 

申
込
ん
で
も
右
か
ら
左
へ
と
 

か
織
縄
選
潔
盛
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市
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の
整
備
ゃ
、
市
内
の
土
木
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
密
接
ま
れ
て
い
る
。
 

を
カ
ラ
ふ
き
す
る
と
き
西
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建
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工
事
を
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連
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⑨
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紐
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鵬
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青
森
県
消
防
協
一防
協
会
、

市
消
防
長
、
市
消
防
 

【
 
会
五
所

川
原
支
一署
長
か
ら
表
彰
状
の
授
与
が
行

蟹
詳

『
 
部
管
内
定
期
観
一
な
わ
れ
、終
つ
て
消
防
服
に
威

沢
を
ノ

ー
 
閲
式
は
十
二
日
一儀
を
正
し
た
観
閲
官
外
崎
市
長

勇
肌
約
一
千
五
一
の
講肝
、
山
崎
知
事
を
は
じ
め
 

n
ノ
 

百
名
が
参
加
し
一
来
賓
多
数の
祝
辞
が
あ
つ
て
、
 

く
 

て
行
な
わ
れ
た
一仙
庭
市
議
会
議
長
の
万
才
三
唱

？
 
一
 が
、
此
の
日
は
ー
で
式
を
閉
じた
。
 

永
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一
 
農
民
が
長
い
旦
 
尚
予
定
し
て
い
た
分
列
行
進
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ノ

「
 
待
っ
て
い
た
雨
一纏
振
り
は
雨
の
た
め
中
止
と
な
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に
め
ぐ
ま
れ
、
一つ
た
。
 

出
足
も
非
常
に
一
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彰
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は
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通
り
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広
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五
 

県
消
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協
会
長
表
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労
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二
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分
研
 

木
村
三
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開
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第
五
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副
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馬
義
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一
五
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永
年
勤
続
消
防
団
員
表
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四
十
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勤
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五
所
川
原
消
防
団
副
団
長
 

荒
谷
勝
太
郎
外
四
O
四
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消
防
長
表
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五
所
川
原
市
消
防
団
 

副
団
長
 
荒
谷
勝
太
郎
 

支
部
長
表
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優
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消
防
団
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五
所
川
原
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消
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外
二
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五
所
川
原
消
防
団
長
 

感
 
謝
 
状
 

平
井
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外
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所
川
原
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消
防
署
長
表
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平
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春
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懸
賞

募

集
 

野
鳥
に
関
し
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文
部
省
と
農
林
省
が
共
催
で
第

七
回
野
鳥
保
護
に
関
す
る
懸
賞

募
集
を
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お

り
ま
す
こ
れ
は
全
国
の
小
中
学

校
生
従
を
対
象
と
し
て
、
野
鳥

に
つ
い
て
の
理
解
と
、
科
学
的

観
察
に
つ
い
て
の
態
度
及
び
能

力
や
実
行
力
を
養
う
こ
と
が
、
 

ね
ら
い
と
な
つ
て
い
る
が
、
次
 

昭
和
「
」什
辱

裕
仔
伍

胴
一
か
ら
九
月
末
日
ま
で
 

懸
賞
募
集
係
』
 

尚
く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
育
委

員
会
に
問
合
せ
て
下
さ
い
。
 

明
年

一
月
一
日
よ
り
す
べ
て
メ
 

ー
ト
ル
法
に
切
替
え
ら
れ
ま
す
 

・

今
ま
で
の
 

/
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に
メ
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ト
ル
法
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、
尺
貫
 

」
法
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れ

に
ポ
ン
ド

や
ヤ
ー
ド

な
ど
計
量

一
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が
入
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ま
じ
り
 

（
と
て
も
複

雑
に
な
つ

て
お
リ
ま

一
す
が
、こ
 

『れ
か
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メ
 

ー
ー
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法

に
統
一
さ
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な
に
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せ
ん
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ト
ル
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替
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メ
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長
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の
習
慣
を
 

．
一
挙
に
切

替
え
る
の
は
な
か
な
か
む
ず
か

し
い
こ
を
で
す
か
ら
今
の
う
ち

に
メ
ー
ト
ル
法
に
な
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
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の
諸
点
に
も
と
ず
い
て
多
数
の

応
募
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
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募

集
作
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イ
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野
鳥
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巣
箱
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給
飼
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給
飼器
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び
巣
台
を
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用

し
て
い
る
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子
の
観
察
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録

ロ
、
繁
殖
期
に
お
け
る
野
鳥
の

一
般
生
態
観
察
記
録
 

O
応
募
資
格
と
出
最
息
数
 

イ
、
小
学
校
児
童
ま
た
は
中
学

校
生
従
の
個
人
作
品
で
学
校

長
の
推
罵
し
た
も
の
に
限
る

が
同
一
個
入
ま
た
は
同
一
学

校
で
何
点
応
募
し
て
も
さ
し

つ
か
え
な
い
。
 

＠
受
付

期
間
 

皆
さ
ん

の
生
活
を

豊
か
に
 

水
道
料
金
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是
非
お
納
め
を
 

上
水
道
拡
張
工
事
の
完
成
に
ょ
っ
て
昼
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給
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が
行
わ
 

れ
る
上
シ
に
な
り
ま
し
た
が
こ
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工
事
費
は
殆
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の
耕
作
し
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配
布
し
ま
す
か
ら
、
所
要
事

い
る
、
田
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須
を
記
入
し
て
八
月
五
日
ま

畑
に
つ
い
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で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
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の
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は
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、
畑

は
一
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も
洩
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所
有
台
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よ
り
み
な
さ

れ
な
く
申
告
 
ん
の
所
有
し
て
い
る
田
や
畑

し
て
く
だ
さ
 
を
申
告
書
に
記
入
し
て
や
り

い
o
こ
の
申
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し
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下
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モ
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ル
田
園
都
市
と
し
て
他
の
 
同
作
業面
に
つ
い
て
は
関
心
が

追
従
を
ゆ
る
し
な
い
五
所
川
原
  極
め
て
う
す
い
ょ
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に
見
受
け

市
は
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
 
られ
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、
し
た
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つ
て
労
働
力

全
地
城
の
約
六
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％
は
耕
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や
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費
等
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は
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つ
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ほ
ど
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と
が
水
田
、
り
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農
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経
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ら
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が
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支
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の
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又
生
産
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農
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元
夫
大
 

毎
年
農
繁
期
に
な
る
と
新
聞
に

は
必
ず
と
云
つ
て
よ
い
く
ら
い

乳
幼
児
の
事
故
死
が
報
じ
ら
れ

ま
す
。
こ
、
一
週
間
の
う
ち
に
 

ーも
う
四
件
も
あ
り
、
そ
の
う
ち

一一
件
は
瓶
に
入
れ
て
丸
太
の
間

に

つ
る
さ
れ
て
い
た
の
が
、
赤

一ち
や
ん
が
動
い
た
た
め
紐
が
首

一に
か
か
り
窒
息
死
し
た
と
の
こ
 

ーと
で
し
た
。
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との
よ
う
に
し
て
死
な
せ
た

一母
親
の
悲
し
み
、
物
云
え
ぬ
赤

一ち
や
ん
の
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持
は
さ
ぞ
社
会
制

一度
の
欠
陥
を
な
げ
い
た
こ
と
で

一
しよ
う
。
 

し
い
村
づ
く
り
要
綱
に
基
い
て

水
稲
、
及
び
り
ん
ご
に
対
す
る

共
同
防
除
改
善
モ
デ
ル
施
設
を

設
け
指
導
し
て
い
た
と
こ
ろ
昨

年
度
か
ら
七
和
全
地
城
三
百
町

歩
を
対
照
に
総
工
費
二
千
八
百

余
万
円
を
投
じ
て
共
同
防
除
を

行
な
つ
た
が
驚
異
的
な
効
果
を

示
す
、
他
県
注
視
の
的
と
な
つ

て
い
る
。
今
后
は
五
所
川
原
市

全
城
に
わ
た
つ
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
の
で
市
農
林

商
工
課
で
は
特
段
の
協
カ
を
望
 

被
保
険
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
つ
て
、
ど
う
や
ら
軌

道
に
の
り
、
事
業
の
運
営
も
年
 

A
向
上
の
段
階
に
あ
り
ま
す
こ

と
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜
び
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

今
後
と
も
一
層
保
険
事
業
の

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

市
で
は
皆
さ
ん
の
日
常
の
労

苦
を
ね
ぎ
ら
う
意
味
に
お
い
て

こ
の
た
び
演
芸
ま
つ
り
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
 

、
お
家
族
お
揃
い
の
上
ご
観
覧

下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
 

療
養
費
支
払
 

に
 
つ
 
い
 て
 

市
役
所
保
健
課
で
は
、
大
月
十
 

」
ハ日
よ
り
昭
和
三
十
三
年
二
月

三
月
中
に
請
求
あ
り
ま
し
た
療

養
費
を
支
払
中
で
す
が
、
中
に

は
通
知
も
れ
の
方
も
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
二
月
、
三
月
中

に
請
求
さ
れ
た
被
保
険
者
は
印

鑑
持
参
の
上
保
険
課
ま
で
至
急

お
い
で
下
さ
い
。
 

記
 

六
月
一
十
六
日
〔
午后
一
時
〕
 

毘

沙
門
 

小
学

校

六
月
一
十
七
日
 
（
 ク
 
〕
 

中
 
川
 
中
 
学
 
校

六
月
一
十
八
日
 
〔
 ク
 
）
 

三
 
好
 
中
 
学
 
校

六
月
一
十
九
日
 
（
 
ク
 
〕
 

松
 
島
 
中
 
学
 
校

六
月
一
一十
 
日
 
（
 ク
 
）
 

飯
 
詰
 
小
 
学
 
校

七
 月
 
一
 
日
 （
 
ク
 
〕
 

長
 
橋
 
中
 
学
 
校

七

月
 
一
一日
 
（
 ク
 
〕
 

羽
ノ
木

沢
小

学
校
 
 

栄
 
小
 

学
 
校
 

七
月五
日
篇
無
（
1
1回）
 

五
所
川
原
小

学
校

（
プ
 ロ
 
グ
 ラ
 ム
）
 

、
司
会
腹
話
術
 
東
 

武
夫

女
流
浪
曲
家
 
東
家
一
一薬
嬢
 

立
体
万

才
 
齢
井

良
略
 

落
詰

珍
芸
 
」
粟
亭
芝
業

歌
舞

技
 
松
前
家
亀
千
代

ナ
ン
セ
ン
ス
・
 み
の
る
万
作
 

姻
灘
浪
曲
 

木
村

重
成
 

当
日
百
円
の
処
鮫
一

1
8卵
 

御
来
揚
の
際
は
履
物
を
包
む
新

聞
紙
を
御
持
参
く
だ
さ
い
。
 

合
理
に
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
、
 

た
め
に
慢
性
の
結
核
、
胃
腸
病

高
血
圧
等
の
病
気
が
多
く
、
早

く
年
を
と
る
結
果
に
な
り
ま
す

持
に
農
村
は
生
産
が
第

一
で
健

康
が
第
二
の
傾
向
が
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
に
女
や
子
供
ま
で
も

時
に
よ
つ
て
は
犠
性
に
し
て
ま

で
も
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
在
の
農
家
経
営
で
は
と
て
も

真
釧
に
自
分
達
の
生
活
を
考
え

て
い
る
ひ
ま
が
な
い
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。
自
分
達
の
健

康
を
守
る
活
動
を
組
織
化
し
病

気
を
農
村
か
ら
追
放
す
る
た
め
 
 く

だ
さ
い
。
 

ロ
、
家
族
欄
は
、
八
月
一
日
現

在
に
生
活
を
同
じ
く
し
て
い

る
家
族
全
員
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
 

ハ
、
畑
の
記
入
の
欄
に
は
、
特

に
り
ん
ご
畑
の
記
入
洩
れ
の

な
い
ょ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
 

‘
し
 

・
 

ニ
、
農
機
具
、
家
畜
棚
に
つ
い

て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
以
外
の
も
の
で
も
必
要
と

認
め
る
も
の
は
、
余
白
分
に

記
人
し
て
下
だ
さ
い
。
 

ホ
、
宅
地
に
つ
い
て
は
、
字
、
 

地
番
坪
数
を
記
入
し
て
く
だ
 

足
の
と
き
は
、
紙
を
貼
つ
て

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

へ
、
自
作
農
維
持
資
金
を
借
り

て
い
る
方
は
、
借
入
総
額
一

年
で
償
還
す
る
金
額
償
還
期

限
等
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
 

ト
、
副
業
牧
入
は
、
現
在
や
つ

て
い
る
副
業
の
年
間
収
人
と

し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
 
 

の
 

田
 

員
会
の
委
員
の
方
、
あ
る
い
は

農
業
委
員
会
事
務
局
に
問
合
せ
 

て
く
だ
さ
い
。
 

い
。
 
 

事
務
所
、
リ
ン
ゴ
指
導
所
等
に

よ
く
相
談
し
て
手
落
の
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
 

商
業
統
計
調
査
に
 

協
力
を
願
ひ
ま
す
 

通
商
産
業
省
で
は
、
本
年
七
月

一
日
現
在
で
、
全
国
の
卸
売
、
 

小
売
業
等
を
営
ん
で
い
る
商
店

に
つ
い
て
、
も
れ
な
く
商
業
統

計
調
査
を
実
施
す
る
こ
お
に
な
 

り
ま
し
』
～
。
 

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基

く
『
指
定
統
計
調
査
』
で
，
調

査
の
目
的
は
、
商
業
全
般
の
実

態
を
把
握
し
て
、
適
切
な
商
業

政
策
を
立
て
る
上
の
基
礎
資
料

と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
つ
て
、
と
の
調
査
が

完
全
な
も
の
に
な
る
た
め
に
は

商
店
の
皆
機
か
ら
真
実
を
報
告

し
て
い
た
だ
い
て
初
め
て
そ
の

目
的
が
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
皆
様
か
ら
ご
据

出
願
つ
た
調
査
票
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
よ
り
統

計
以
外
の
目
的
、
た
と
え
ば
徴

税
そ
の
他
皆
様
の
ご
迷
惑
と
な

る
よ
う
な
使
途
に
用
い
る
こ
と

は
堅
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す

以
上
の
よ
う
な
趣
旨
を
ご
理
解

さ
れ
て
、
今
回
の
商
業
統
計
調

査
が
所
期
の
目
的
を
逮
成
で
き

る
ょ
う
商
店
の
皆
様
が
進
ん
で

調
査
巣
を
提
山
さ
れ
る
こ
と
を

切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
の
た
め
直
接
皆

様
の
と
こ
ろ
に
お
伺
い
す
る
者

は
青
森
県
知
事
が
任
命
し
た
商

業
統
計
調
査
員
で
あ
り
ま
す
か
 

ー
らそ
の
際
は
商
業
統
計
調
査
員
 

・

一
に
ご協
力
さ
れ
る
ょ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

編
集
を
お
わ
つ
て
 

市
民
の
皆
さ
ん
毎
日
の
お
働
ら
 

き
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
 

市
役
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
全
 

当
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
も

ま
す
。
 

)

‘
、
、
、
、
、
、
 

浪

曲
 
菖
才
で
巡

回
 

国
民

健
康

被

保
険

者

に

お
家

族
で

ど

う
ぞ
 

ん
で
い
る
。
 

す
、
故
に
計
画
出
産
も
必
要
に
童
に
比
べ
て
自
己
主
張
が
非
常
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ

な
つ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
し
よ
う
に
弱
い
と
云
わ
れ
ま
す
。
 
か
な
い
の
で
仕
な
い
で
し
よ
う

農
村
で
は
仕
事
を
す
る
上
に
、
 
即
ち
大
人
に
な
つ
て
も
誰
か
か
、
例
え
ば
こ
れ
は
農
村
に
多

嬰
児
寵
に
入
れ
つ
ば
な
し
で
野

の
命
令
に
よ
つ
て
動
か
さ
れ
、
 い
こ
と
だ
が
、
自
分
よ
り
も
世

良
に
出
か
け
る
風
習
が
あ
る
ょ
積
極
性
に
か
け
、
長
い
間
の
因
間
体
を
気
に
す
る
た
め
に
普
段
 

う
だ
が
、
 

？
、・
ー
？
ン
＞

>>＞
こー
 

く
く
く
“
‘
、

、
‘
・
 
は

味
噛
汁
と
漬
物
だ
 

」
」（
」生
活
改
善
の
潟題
点
 
）
灘
（
舞
 

加
」j
Nで
 

・
日常
の
事
例
か
ら

・
 」
馨
甥
護
・
 

歩
く
時
 

呆
瞳
婦
 

ミ
 
予
 

レ
】
 
・b
 

で
す
か
ら
毎
日
の
生

期
に
な
つ
 
活
が

ま
づ
し
く
不
健

て
も
紐
で
 
康
を

つ
く
る
も
と
と

し
ば
り
つ
け
子
供
の
意
志
に
反

習
か
ら
脱
却
し
き
れ
ぬ
、
あ
き

な
る
の
で
す
。
 

今后のために必らず申告を．ノ 

ー五所川原市農委から一 

ビ
生
 

と
き
は
農
地
 
は
貸
し
て
い
る
と
ん
、
又
ま
 

、
1
 

一
 
に
関
す
る
い
 
借
り
て
い
る
と
か
、
不
耕
作
 

Z
 

ろ
い
ろ
な
権
 
地
、
宅
地
等
に
な
つ
て
い
る
 

5
s
？と
く‘
 
な
ど

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い

七

月
 
三
 日
 
（
 ク
 ）
 
な

お
貸
し
て
い
る
と
き
ま
た

梅
 
沢
 
小
 
学
 
校
 
は
借
り
て
い
る
と
き
は
、
相
 

七

月
 
四

日
 
（
 (
 ）
 

手
の
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
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さ
い
。
も
し
も
記
載
欄
が
不
 

部
 

一
つ
て
お

き

た
い
 

ド

リ
ン

剤

の

こ
と
 

半
数
以
上
を
し
め
て
お
り
ま
す
体
の
奉
仕
者
た
ら
ん
と
し
て
懸
 

ま
た
果
樹
園
や
畑
に
散
布
し
た
命
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

場
合
の
事
故
発
生
は
散
布
后
に
梅
雨
時
期
に
入
り
ま
し
た
の
で
 

声
田
声
喰
叩
 
彰

彰
斜
君
競
器
講
醜
編
毅
筏
賛
 

す

る

場
合
は
 

薬
剤
を
す
て
た
り
し
た
も
の
が
か
な
今

月
m
心
割
か
W
如
や

デ
ル
ド
リ
ン
粉
剤
を
除
い
た
、
 
多
いの
で
す
。
し
た
が
つ
て
薬
ら
で
何
ん
だ
か
落
つ
か
な
い
ま

エ
ン
ド
り
ン
乳
剤
と
粉
剤
、
デ
剤
が
、
川

、
湖
沼
、
池
、
養
魚

ま
に
編
集
し
た
の
で
非
常
に
粗
 

細
駅
影
繍
線

謂
轟
募
課

＼
発
な
い
ょ
う穫

駄
醜
鍵

詫
訳
け
 

て
下
さ
い
。
 

ド
リ
ン
剤
を
使
用
す
る
際
は
今
後
は
市
民
と
と
も
に
生
き
る
 

赤
ち
や
ん
を
死
か
ら
守
か
こ
し
て
動
か
な
い
上
う
に
す
る
の
ら
め
の
人
間
性
が
生
活
の
中
に
 
又
家
の
構
造
に
し
て
も
玄
関

に
も
も
つ
と
ノ
、
農
村
出
身
の
ド
リ
ン
剤
は
農
作
物
の
害
虫
に
残
効
性
が
長
い
た
め
、
そ
の
使
 
こ
れ
ま
で
に
お
き
た
事
故
の
個
々
に
築
剤
散
布
を
し
な
い
で
広
報
と
し
て
よ
グ
よ
い
も
の
を

ど
は
母
親
は
勿
論
、
国
家
の
義
は
何
故
で
し
よ
う
o
こ
の
よ
う
し
ら
ず
ノ
、
の
う
ち
に
で
き
て
、
客
間
等
人
よ
せ
の
た
め
の
部
指
導
者
が
で
て
も
よ
い
頃
と
思
対
し
て
は
非
常
に
防
除
効
果
の
用
方
法
を
誤
つ
た
と
き
は
大
変
状
況
を
み
る
苗
代
ニ
四
％
、
水
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
集
団
散
布
を
作
り
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま

務
で
も
あ
る
が
反
面
又
母
親
の
に
嬰
児
髄
で
生
長
し
た
児
童
は
し
ま
う
o
こ
ん
な
こ
と
で
も
自
屋
は
必
要
以
上
に
立
派
で
あ
り

つ
て
お
り
ま
す
．
 

高
い
薬
剤
で
す
が
、
ぞ
の
反
面
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
 

田
五
四
％
果
樹
園
と
畑
ニ
ニ
％
す
る
こ
と
が
一
番
理
想
的
で
す
す
の
で
何
卒
ご
協
力
下
さ
る
よ
 

健
康
を
守
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
耶
 
び
ノ

く
、と
育
つ
た
児
分
は
不
合
理
な
生
活
を
し
て
い
台
所
、
寝
室
な
ど
は
と
て
も
不
 

『
魚
類
に
対
し
て
は
猛
毒
が
あ
り
 
ド
リ
ン
剤
に
よ
る
事
訣
暑
未
で
水
り（
の
散
布
が
事
散
発
生
の
【
青
下明
の
点
は
農
業
改
良
普
及
う
お
願
い
申
し
ま
す
（
一
】
巳
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